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地域と放送局を接続する
～「ローカルフレンズ滞在記」
放送外の取り組みについて～

メディア研究部		高橋浩一郎

はじめに

本誌2023年6月号掲載の「放送研究リポー
ト」で地域と放送局に新たな関係をもたらす
試みとして，NHK札幌 放 送 局の地 域 放 送
番組「ローカルフレンズ滞在記（以下，「滞在
記」）」を取り上げた。「滞在記」は道内のニュー
スを伝える『ほっとニュース北海道 』（18:00 ～
19:00）で毎週木曜日に放送されるコーナーで
ある。2021年4月から開始し，3年目となる現在
も継続している。「マスメディアが伝えきれてい
ない地域に暮らす人々のリアルな姿を見せたい」
と一般視聴者から持ち込まれた企画が番組化
されたもので，呼びかけに賛同した一般の方を

“ローカルフレンズ”と名づけ，番組内で紹介す
る人や場所を企画してもらい，ディレクターとと
もに番組を作っている。番組では8月現在で30
の自治体を紹介してきた。

6月号の「放送研究リポート」では，「滞在記」
において，従来垂直型だった放送局と視聴者
の関係性が水平型に近づき，また放送局側も
番組制作に加えて，地域との関係構築にも力
を入れていることを指摘した 1）。

何がこのような転換を可能にしたのか，番
組を視聴しただけではわからないことが多い。
放送外でのローカルフレンズと放送局の関わり
が大きな役割を果たしていると考えられる。

そこで本稿では，「滞在記 」の放送外の取
り組みを2つ取り上げる。まず，局内外にかか

わらず番組に関わるメンバーが定期的に集まっ
て開催されるフレンズミーティングについて述べ
る。続いて，メンバーの意識や行動の変容に
着目した学術研究が番組ディレクターも参加し
て行われたが，これについて触れる。この2つ
の放送外の取り組みを通し，地域における放
送局のあり方を考察する。

ミーティングの概要

2023年6月初旬，ローカルフレンズとスタッ
フなど総勢24人が道北地方内陸の西

にし

興
おこっ

部
ぺ

村
に集まり，フレンズミーティングが行われた。
西興部村は人口1,000人，2年前に番組で訪れ
た村で，会場となったゲストハウスは廃校を利
用して作られた施設として番組内で紹介された
場所である。

このようなミーティングは3か月に1回程度定
期的に開催されている。2022年まではコロナ
禍のためオンライン主体だったが，感染法上の
扱いが変わる過程で，2023年3月の知床に引
き続き今回も対面での集まりとなった 2）。2日間
の日程では，村の施設の見学や，「食 」「今後
の地域」というテーマでの対話，調理や食事，
音楽を通じた交流などが行われた。

参加者は，地域おこし協力隊として移住し林
業に携わる人や，地域のコミュニティースペース
の運営者などさまざまで，地域づくりに関心が
あったり，新たな暮らし方を志向する比較的若
い世代が多かった。そのほか，番組のテーマ
曲を作ったシンガーソングライター，映像制作
で関わるクリエーターなど東京からの参加者も
見られた。

ミーティングの特徴と役割

通常の番組制作においては，放送後に取材
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先との関係は途絶えてしまうことが多い。ミー
ティングはその関係を放送後も絶やさず，局内
外のメンバーが再会し，道内各地で暮らすロー
カルフレンズが交流する場として機能し，とも
に番組を作っているという意識を醸成する役割
がある。その結果，過去に参加した人も多い
ためゼミ合宿のような和気あいあいとした雰囲
気で，メンバー間の親睦を深めることにもつな
がっている。さらにメンバー同士はSNSでつな
がり合いコミュニティーを形成している。

ミーティングはメンバーとしての意識の醸成
や親睦を深める以外の目的が明確に設定され
ていないため，あらかじめ成果を想定すること
は難しい。しかしこのような場があることで，
結果として何かが生まれたり，次への展開につ
ながったりしている。知床で行われた前回の
ミーティングでは，1年前に起きた観光船沈没
事故をテーマとしてメディアの取材のあり方に
ついて対話が行われ，そこで議論された参加
者の取り組みが後日ニュース企画に結びつい
た。

ローカルフレンズをめぐる学術研究

続いて，番組制作に関わることで
ローカルフレンズの意識や行動がど
のように変化したかを調査した学術
研究について述べる。これは，情
報科学芸術大学院大学教授の金山
智子が中心となり，番組企画を提案
したローカルフレンズの1人佐野和哉
とNHK札幌放送局ディレクターの
大隅亮も共同研究者として参加して
いる。番組制作の当事者が研究に
加わっていること自体が興味深い。

ここでは2023年7月にフランスの
リヨンで開催された国際メディアコ

フレンズミーティング（2023年6月，西興部村）

ミュニケーション研究学会 3）で大隅が共同研究
者を代表して行った研究報告に触れる。大隅
は各国のジャーナリストや研究者などおよそ15
人の前で「地域をむすび，自治意識を育む：
ネットワーク時代の公共メディアの価値」4）と題
し，「滞在記 」を事例に，急激な人口減少が
進む地域における公共メディアの役割と価値に
ついて報告した。

調査では，2020 ～ 23年に番組に関わった24
組のローカルフレンズとディレクターとの連関をた
どり，キーパーソン8人を対象にインタビューを
実施した。

その際，理論的な視座として用いたのが，
社会学などで近年注目されるアクターネットワー
ク理論（以下，ANT）である。ANTは，フラ
ンスの社会学者のB・ラトゥールらが提唱した
理論で，現象を人や動物，事物を含めた多様
なアクターの相互的なネットワークによって形成
されるものとして記述することを目指す理論・
方法論である。

地域住民と制作者が入り交じる「滞在記」を
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研究対象にする際，情報流通を送り手から受
け手の一方向から捉える従来型のマスメディア
研究の枠組みでは分析できない。そこで制作
者，地域住民，番組などそれぞれをアクターの
1つとみなし，それらが織りなすネットワークか
ら生じる相互影響を読み解くためにANTの概
念を用いて，メンバーの意識や行動が放送前
後にどのように変容したかを検証した。発表で
大隅は具体事例として2 組のローカルフレンズ
を取り上げた。

1組目の事例の塩崎一貴は，中標津で自動
車の塗装業を営むハウスミュージックの愛好家
である。もともと地域活動に精力的だったわけ
ではないが，番組に関わる過程で，ほかのロー
カルフレンズが担当した回を視聴して妻や地域
住民と深く対話するようになり，視聴者ではな
く制作者の視点を獲得するようになった。

調査結果から，塩崎が地域では目立たない
存在の人に焦点を当てたいと，番組の企画段
階で取材した6組のうち5組で女性を取り上げ
たことが明らかになった。塩崎は意識的にジェ
ンダーバランスの視点を持ち込んだと言える。
さらに番組出演をきっかけにコミュニティー
FMのDJとして活動を始め，地域の声に耳を
傾けた情報発信をするようになり，地域で活躍
する1人になった。

もう1 組の若月識
さとる

・愛夫妻は知床のネイ
チャーガイドで，2020年に「滞在記 」の前身

「出会い旅 」に出演したことがある。2022年4
月に起きた観光船沈没事故の際，数多くのメ
ディアが知床を訪れ，住民に対し心ない取材
が行われるなどメディアスクラムに近い状態を
呈した。そのような状況下で地元観光に携わる
立場として若月夫妻は唯一NHKの取材に応じ
たのだが，調査結果からこれもローカルフレン

ズのつながりがもたらしたものだとわかった。
若月夫妻は以前から世界遺産指定に伴う知

床の観光地化に胸を痛め，課題の多い観光の
あり方に複雑な思いを抱いてきた。今回の事
故後も，取材が過熱する中で発言しても正しく
伝わらないと取材を拒んでいた。しかし，日
ごろからSNSでつながるメンバーたちが2人に
連絡をとり，また番組スタッフも彼らの思いを
受け止めたことで，事故から1か月後，夫妻は
NHKの取材に応じることにした。

塩崎も若月夫妻も番組を制作する過程や事
後のメンバーとの交流を通じ，自らの意識や行
動を変化させたことがわかる。

以上から，大隅はローカルフレンズたちが自
治意識を育みつつ地域とメディアを結ぶ役割を
果たしたと指摘し，そのネットワークからジェン
ダーなどの価値観のアップデートやメディアと地
域の信頼関係の修復などの価値が番組に付与
されたと結論づけた。

会場の参加者からはさまざまな質問や感想
が寄せられた。一部を紹介する（以下のインタ
ビュー内容は大隅の報告に基づく）。

イー・チェン・チン准教授（北京師範大学）

「ローカルフレンズは，とってもイノベーティ

ブなプロジェクトだと思った。地域とNHKが

つながって，有益で役に立つものになってい

る。今後，地域住民だけでなく組織的なメカ

ニズムが解明できれば，より持続可能なも

のになるでしょう」

フィオーナ・マーティン准教授
（シドニー大学・メディアとコミュニケーション）

「公共メディアが地域コミュニティーとの関係

を深めるための取り組みとして重要だ。放送

局のプロデューサーなどは，異なる意見に対
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してもっとオープンであるべき。それがコン

テンツをより豊かにするし，インパクトも増

すことになる」

「滞在記」は，国や文化などの違いを越えて
メディアが地域に果たす役割として一定程度評
価されたと考えられる。

地域をつなぐハブとしての放送局

これまで「滞在記 」の放送外の取り組みと
してフレンズミーティングとメンバーを調査した
学術研究を概観し，以下の3点を確認した。▶︎
ミーティングはメンバー同士の関係構築に重
点が置かれた場であること。▶︎研究からは番
組制作を通じローカルフレンズが自身の意識や
行動を変容させ，地域と放送局を結びつけた
こと。▶︎さまざまなアクターが影響を与え合い，
相互に変容する関係性の中から，従来にない
価値が生み出されたこと。

以上から，放送後もローカルフレンズとの関
係を継続し，さまざまな形で彼らに番組に関
わり続けてもらうことで，放送局と視聴者の間
に，垂直型⇒水平型の関係性の転換がもたら
されたと推測できる。

ラジオにせよテレビにせよ，放送においては
視聴率という要素も考慮して番組制作がなされ

ることが多く，ともすると主流派の価値観を再
生産しがちである。しかし，当然ながら放送
には，まだ知られていない価値観や届けられ
ていない声を伝える役割も同時に求められる。
特に北海道のように，広大な土地に数多くの
過疎地が散在している地域では，人口が少な
い遠隔地の情報をすくい上げることは，公共の
福祉の観点からも重要である。さらに現時点
では主流化していない価値観を後押しすること
は，次の時代の文化の創造にもつながると考え
られ，公共放送が担う役割の1つと言える。

メディアに携わる者はともすると自分の発意
であることに高い価値を置くきらいがあり，一
概にその傾向を否定することはできないもの
の，かといってそれがすべてではない。地域
に暮らす人たちが魅力的に感じ参加したくなる
場を作ってハブとして機能し，そこから新しい
ものをともに作り出すことも，同じかそれ以上
に放送局にとって重要な役割である。

グッドデザイン賞の受賞や，国際学会での報
告など，「滞在記」が開始当時に誰も予想しな
かったことを達成してきたのは，ローカルフレン
ズとともに放送局自身が絶えず変わり続けてき
た結果がもたらしたものだと言える。メディア
がそこから学ぶことは多いのではないか。 

文中敬称略　
 （たかはし こういちろう）
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